
校内研究報告書
2024年度

昭島市立富士見丘小学校

発表日：2025年３月５日

研究テーマ
創造力・表現力に富み、正解のない課題に納得解を導く児童の育成

～言語力・課題解決力・情報活用力を働かせた探究的な学びを通して～
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研究構想
研究の目的と検証方法
言語分科会
課題解決分科会
情報分科会
研究のまとめ
令和７年度の校内研究
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01
研究構想
令和３度から研究テーマを継続し、
より児童の実態に即した、研究実践をすすめてきました。
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02
研究の目的と検証方法　
児童の資質・能力の向上を目指して、
効果的な指導技術や手立てを研さんしてきました。
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言語力
課題解決力
情報活用力

◎３つの柱を基盤として
　児童の学力向上を目指す

◎学びを蓄積する

学習の基盤づくり

研究の目的02
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指導力の向上 探究学習の焦点化

言語分科会
課題解決分科会
情報分科会

実践
↓

共有（研修会）
↓

成果検証
↓

アップデート

校内研究を絡めた
年間６回の授業観察

自己研さん

学ぶことって楽しいね！

◎６年間を見通した、
　系統的な学びの構築
◎教科横断型の深い学び
（カリキュラムマネジメント）

　探究的な学びの
　　　　　基礎を築く



検証方法02

言語力
◎探究ノートを活用し、探究的な学びの基礎
を築いていく。思考ツールを使って、児童の
考えを広げたり深めたりする手立てとし、６
年間で系統的に探究的な学びを蓄積してい
く。探究ノートは、実際に活用してその効果
を検証、ミニ改訂を行う。

◎年度初めと年度末に児童アンケートを実施
し、児童の変容を比較・検証し、次年度の探
究学習に生かす。

情報活用力課題解決力

8

◎図書館を活用した年間指導計画に基づいて
授業を実施する。児童の様子や授業実践を記
録し、その効果を分析することで、次年度へ
の成果と課題を検証する。

◎年度初めと年度末に児童アンケートを実施
し、児童の変容を比較・検証する。その結果
を次年度に生かすことで、児童の学びを蓄積
していく。

◎情報活用年間指導計画に基づいて、情報モ
ラルやマナーについて、系統的な指導を実施
し検証していく。
◎情報機器「MESH」を活用して、プログラミ
ング的思考を育み、生活や学習の中で情報を
上手に活用していく力を検証していく。

◎年度初めと年度末に児童アンケートを実施
し、児童の変容を比較・検証し、６年間を見
通して系統的に学びを蓄積していく。



03
言語分科会
育てたい資質・能力
　A1　図書館活用力
　A2　論理的思考力
　A3　感性・情緒力
　A4　伝え合う力
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言語分科会 目指す児童の姿

　 　 低 中 高

A１
図書館活用力

図書館資料から情報を収集・分析・評
価し、論述することができる。

【情報収集】
    ・目的を意識して、本を選ぶこと
ができる。
    【分析・評価】
    ・書くために必要な事柄を見つけ
ることができる。
    【論述】
    ・内容のまとまりが分かるように
書き表すことができる。

【情報収集】
    ・伝える相手や目的を意識して、
本を選び、情報を読み取ることができ
る。
    【分析・評価】
    ・集めた材料を比較したり分類し
たりしている。
    【論述】
    ・調べたことと考えたことを区別
して書くことができる。

【情報収集】
    ・目的や意図に応じて、本などの
資料を選び、情報を適切に読み取るこ
とができる。
    【分析・評価】
    ・集めた材料を分類したり関係付
けたりすることができる。
    【論述】
    ・図表やグラフなどを用いて、根
拠を明確にしながら、自分の考えを書
くことができる。

A２
論理的思考力

概念・法則・意図などを解釈し、説明
したり活用したりすることができる。

・事柄の順序に沿って簡単な構成を考
えることができる。
    （時系列に矛盾がない）
    （必要な事柄を集めたり、確かめ
たりしている）

・「はじめ・中・終わり」を意識し
て、段落相互の関係に注意しながら文
章の構成を考えることができる。
    （集めた材料を比較したり分類し
たりしている。）

・筋道の通った文章となるように、文
章全体の構成や展開を考えることがで
きる。
    （集めた材料を分類したり関係付
けたりしている。）

A３
感性・情緒力

体験から感じ取ったことや想像したこ
とを、豊かに表現することができる。

・言葉が持つ良さを感じ、語彙を豊か
にする。
    ・文章や体験から感じたり想像し
たりしたことを、工夫して表現するこ
とができる。

・言葉が持つ良さに気づき、語彙を豊
かにする。
    ・伝えたい事柄や相手に応じて、
文章や体験から感じたり考えたりした
ことを、工夫して表現することができ
る。

・言葉が持つ良さを認識し、語彙を豊
かにする。
    ・文章や体験から考えたことを、
資料などを活用して、自分の考えが伝
わるように表現を工夫することができ
る。

A４
伝え合う力

互いの考えを伝え合い、自らの考えや
集団の考えを、発展させることができ
る。

・文章を読んだり、体験したりして感
じたことや、分かったことを伝え合う
ことができる。

・文章を読んだり、体験したりして感
じたことや考えたことを伝え合い、一
人一人の感じ方に違いがあることに気
付くことができる。

・文章を読んだり、体験したりしてま
とめた意見や感想について話し合い、
自分の考えを広げたり、集団の考えを
深めたりすることができる。
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04
課題解決分科会
育てたい資質・能力
　B1　課題設定力
　B2　情報収集力
　B3　整理分析力
　B4　振り返る力
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児童に身に付けたい資質・能力（令和６年度作成）　　
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※青色は児童アンケートの設問



17



18



19



20



21



22



05
情報分科会
育てたい資質・能力
　C1　情報機器基本操作
　C2　情報活用実践力
　C3　プログラミング
　C4　情報モラル
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06
研究のまとめ
令和６年度の研究成果と課題
次年度に向けた施策
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図書館利活用 論理的思考力（書く） 感性・情緒 伝え合い

成果
計画的な実施

可視化
市民図書館の活用

文章構成 語彙力アップ 調べたことの伝え合い

課題 専科との連携 児童の自己評価
短作文記録の活用 想像力 分かりやすく伝える力

R７
施策 団体貸出の利用を推進 評価方法

短作文記録の活用 想像したことを言語化 発表・表現活動を
効果的に取り入れる

研究のまとめ06 【言語分科会】　成果と課題　次年度に向けた施策
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探究ノート活用 探究学習 系統性 外部との連携 評価の観点

成果 思考ツールの活用
探究的な学びのよさ

主体的に活動
年間指導計画の作成

積み上げ
探究の基盤づくり

フィードバック
指導と評価

児童の実態把握
比較・検証

課題 目的や意図に応じて
活用計画

探究の目的・意図
伝えたい相手

教師の役割・手立て
学びの把握 保護者との連携 児童の「声」を聴く

R７
施策

思考ツールの可視化
タブレットとの併用

イメージの共有
手立て・連携

資質・能力の
積み上げ

繋がりを増やす
連携リスト作成

アンケート活用
学年毎に成果検証

研究のまとめ06 【課題解決分科会】　成果と課題　次年度に向けた施策
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情報モラル プログラミング的思考（MESH） タブレット活用

成果 年間計画の更新 発達段階に応じた評価規準の作成
事例集

手順を可視化
スプレッドシート・
スライド等の活用

課題 実践の不足 端末・実践の不足
教科との関連 教員の能力差

R７
施策 計画的な実践 評価規準に応じた実践 OJTでの研修実施

研究のまとめ06 【情報分科会】　成果と課題　次年度に向けた施策
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研究のまとめ（協議会記録）
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研究のまとめ（協議会記録）
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【重要】
☆　「ふじみの探究」を確認する１年に（より確かなものに）
☆　いのち×〇〇を継続（６年間の系統性）
☆　学年（通常＋さくら）で協働学習
☆　子供のゴールイメージ（身に付けたい資質・能力の実現）
☆　振り返りからの課題設定（児童主体へ、他人任せ→自分事に）
☆　板書の記録（写真）
☆　年間指導計画を基にした、改善と更なる開発
☆　各教科の関連性の確認（カリキュラムマネジメント）
☆　分科会は、低・中・高
☆　研究授業（年３回）分科会全員で、指導案を作りあげていく
☆　地域・保護者との連携（外部連携リスト更新）

令和７年度の校内研究07
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創造力・表現力に富み正解のない課題に
納得解を導く児童の育成

令和７年度　研究テーマ

～語り合い、振り返りからの課題設定～
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